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戦
後
五
十
年
か
ら
の
追
憶

副
会
長

三
田
　
昌
男

昨
年
は
戦
後
五
十
年
と
い
う
事
で
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
色
々
と
特
集
が
く
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。
戦
争
中
は
食
程
も
な

く
自
由
も
な
く
暗
い
時
代
で
し
た
。
そ

の
時
代
を
知
る
人
も
段
々
と
少
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
東
京
よ
り
熊
谷

へ
疎
開
し
た
私
は
八
月
十
四
日
熊
谷
で

B
2
9
の
爆
撃
を
受
け
ま
し
た
。
焼
夷
弾

の
雨
で
荒
川
の
岸
辺
を
逃
げ
ま
わ
り
ま

し
た
。
一
晩
で
熊
谷
の
大
都
会
も
焼
野

原
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
八
月
十
五
日

は
終
戦
で
し
た
。
二
十
年
の
十
月
に
は

東
京
の
本
郷
の
焼
け
残
っ
た
お
じ
の
借

家
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年

の
東
京
は
一
面
焼
野
原
で
松
坂
屋
の
建

物
の
み
が
残
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
の
東
京
の
発
展
は
目
を
み
は
る

様
で
し
た
。

現
代
の
民
主
主
義
の
時
代
が
永
く
続

き
平
和
な
国
で
あ
る
こ
と
、
全
世
界
の

人
達
と
仲
良
く
出
来
る
事
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
は
阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事
件
、

大
和
銀
行
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
等
暗
い
話

ば
か
り
で
し
た
が
今
年
は
良
い
年
で
あ

れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
の
建
物
跡
地
の
発
掘
作
業
も
終

り
今
年
か
ら
新
校
舎
も
立
ち
は
じ
め
ま

す
。
来
年
の
五
十
周
年
記
念
式
典
を
新

し
い
校
舎
で
出
来
た
ら
良
い
で
す
ね
。

九
月
に
昭
和
二
十
八
年
卒
の
同
期
会

が
王
子
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
私
の
3

E
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
、
五
人
出
席
し
ま

し
た
。
そ
の
内
四
国
や
大
阪
の
遠
方
か

ら
は
じ
め
て
来
て
く
れ
た
人
が
お
り
ま

し
た
。
卒
業
後
会
っ
て
ま
せ
ん
の
で
す

ぐ
誰
か
し
ら
と
顔
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
段
々
と
自
己
紹
介
を
し
て
話
し

て
い
る
う
ち
に
昔
の
友
の
顔
と
一
致
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
全
員
で
四
十
名
位

で
し
た
が
昔
の
学
生
時
代
の
話
で
和
気

あ
い
あ
い
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し

た
。
今
度
の
再
会
は
二
年
後
の
還
暦
に

開
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
時
間
的
に
余
裕
が
な
く

急
な
呼
び
か
け
で
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
次
回
の
同
期
会
に
は
多

数
の
方
の
参
加
を
望
み
た
い
も
の
で
す
。



平成8年3月25日（2）第6号

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
学
習
に

入
る
向
丘
高
校

校

　

長レ
し
寸

」T・貴「

こ
れ
か
ら
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
な

じ
む
と
い
う
受
身
の
概
念
か
ら
抜
け
出

し
て
、
自
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

学
ぶ
時
代
と
な
っ
て
き
ま
す
。

向
丘
高
校
は
、
今
年
度
Ⅰ
・
C
　
（
個

性
化
・
特
色
化
）
事
業
の
推
進
校
と
し

て
、
予
算
が
つ
き
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

学
習
の
実
施
に
入
り
ま
し
た
。

本
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
よ
る

個
別
学
習
　
（
C
A
I
）
　
の
実
践
の
取
り

組
み
は
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
通
り
、
昭
和
5
5
年
よ
り
始
ま
り
1
5
年

間
継
続
し
て
実
践
研
究
を
行
っ
て
来
ま

した。そ
の
実
績
の
上
に
立
っ
て
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
教
室
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
中
心
に
文
字
・
図
形
・
画

像
・
音
声
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
提

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
世

界
中
の
デ
ー
タ
を
あ
た
か
も
そ
の
場
に

あ
る
か
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
扱
う

こ
と
が
で
き
ま
す
　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト）。

そ
し
て
、
提
示
に
た
い
す
る
生
徒
の

反
応
を
柔
軟
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

生
徒
一
人
一
人
に
異
な
る
内
容
を
提
供

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
生
徒

は
情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
生

徒
に
と
っ
て
新
し
い
学
習
環
境
で
す
。

向
丘
高
の
近
況
報
告

教

　

頭須

永

　

　

孝

重
ね
で
す
。
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴

っ
て
、
向
丘
高
も
個
性
化
に
向
け
て
、

ま
た
生
徒
の
人
格
形
成
の
た
め
の
基
礎

を
培
う
べ
く
、
発
展
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
そ
の
一
助
に
な
れ
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

本
校
に
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。

歴
史
と
伝
統
あ
る
向
丘
高
へ
今
年
度

四
月
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
、
自
主
的
に

活
発
な
活
動
を
す
る
生
徒
が
多
い
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
現
在
、
学
校
は
校
舎

改
築
の
た
め
の
基
礎
杭
工
事
に
入
り
、

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
生
活
で
す
が
、
平
成

九
年
度
の
三
学
期
に
は
地
下
一
階
地
上

六
階
建
の
新
校
舎
に
引
っ
越
し
す
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
、
教
職
員
・
生
徒
一

同
勉
学
に
懸
命
の
毎
日
で
す
。

二
学
期
は
、
向
陵
祭
・
体
育
祭
（
六

義
園
）
　
を
立
派
に
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

二
年
生
は
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
行
き
、

平
和
の
尊
さ
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。
三

年
生
は
、
進
学
・
就
職
に
と
最
後
の
頑

張
り
を
見
せ
て
く
れ
て
い
て
、
厳
し
い

変
化
に
も
負
け
ず
に
順
調
に
推
移
し
て

い
ま
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
も
多
摩

湖
畔
で
、
寒
風
を
も
の
と
も
せ
ず
、
元

気
な
姿
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

教
育
は
、
不
断
の
人
の
努
力
の
積
み

母
校
だ
よ
り

息
職
員
異
動

平
成
七
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
在
記
の
先
生

方
が
異
動
な
さ
い
ま
し
た
。

①
転
出

篠
田

矢
作

稲
垣

松
重

三
浦

薄
口

②
転
入

須
永

河
村

竹
原

矢
野

宇
宿

信
雄
教
頭
1
都
立
大
付
属
高
校
教
頭

洋
教
諭
　
（
保
健
体
育
科
）

1
足
立
新
田
高
校

希
教
諭
　
（
生
物
科
）

1
大
泉
高
校

英
子
教
諭
　
（
数
学
科
）

1
中
野
工
業
高
校

彊
子
教
諭
　
（
英
語
科
）

1
退
職

正
春
係
長
1
農
業
高
校
経
理
係
長

孝
教
頭
－
八
丈
高
校
数
涙

幸
子
教
諭
（
英
語
科
）

－
足
立
新
田
高
校

勝
博
教
諭
　
（
保
健
体
育
科
）

－
葛
西
南
高
校

忠
夫
教
諭
　
（
数
学
科
）

－
赤
羽
商
業
高
枚
　
（
定
）

信
書
事
務
室
次
席
－
文
京
・
三
中

甘
進
路
状
況
－
平
成
6
年
度

国
公
立
大
学

東
京
水
産
大
学

私
立
大
学

跡
見
学
園
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、
学
習
院
大

学
、
工
学
院
大
学
、
国
士
舘
大
学
、
駒
沢
大
学
、

城
西
大
学
、
大
正
大
学
、
拓
殖
大
学
、
大
東
文

化
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
、
中
央
学
院
大
学
、

帝
京
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京
家
政
大
学
、
東

京
工
芸
大
学
、
東
京
情
報
大
学
、
東
京
電
機
大

学
、
東
京
薬
科
大
学
、
東
洋
大
学
、
二
松
学
舎

大
学
、
日
本
大
学
、
立
教
大
学
、
法
政
大
学
、

明
治
大
学
、
立
正
大
学
　
な
ど

公
立
短
期
大
学

都
立
医
療
技
術
短
大
、
都
立
商
科
短
大
、
都
立

立
川
短
大

私
立
短
期
大
学

跡
見
学
園
短
大
、
大
妻
女
子
短
大
、
川
村
短
大
、

嘉
悦
女
子
短
大
、
共
立
女
子
短
大
、
国
際
短
大
、

国
士
舘
短
大
、
東
洋
女
子
短
大
、
十
文
字
学
園

女
子
短
大
、
実
践
女
子
短
大
、
聖
徳
大
学
短
大
、

東
海
大
学
短
大
、
東
京
成
徳
短
大
、
東
京
家
政

大
学
短
大
、
淑
徳
短
大
、
富
士
短
大
、
目
白
学

園
女
子
短
大
　
な
ど

専
修
学
校
・
各
種
学
校

中
央
工
学
校
、
東
京
電
子
、
東
京
自
動
車
、
日

本
電
子
、
武
蔵
野
栄
養
、
東
京
福
祉
、
御
茶
の

水
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス
、
大
原
簿
記
学
校
、

東
京
Y
M
C
A
、
国
際
観
光
文
化
学
院
、
東
京

医
療
秘
書
　
な
ど

就
職大

日
本
印
刷
、
石
丸
電
気
、
サ
ミ
ッ
ト
、
さ
く

ら
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
、
八
芳
園
、
杉
村
運
送
、

日
拓
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
山
桜
、
総
合
警
備
保
障
、
凸
版
フ

ォ
ト
レ
デ
ィ
　
な
ど
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「
戦
後
半
世
紀
を
迎
え
て
」

元
校
長
　
原
　
　
隆
男

本
年
は
戦
後
五
十
周
年
と
言
わ
れ
ま

す
。
如
何
に
も
感
慨
の
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
思
っ
て
、
向
丘
の
沿

革
を
辿
っ
て
み
ま
す
と
、
戦
前
は
別
と

し
、
戟
後
新
制
高
校
と
し
て
発
足
し
た

当
時
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
の

項
に
は
、
学
制
改
革
に
よ
り
「
東
京
都

立
向
丘
本
郷
新
制
高
等
学
校
（
阿
部
篤

三
校
長
）
　
を
開
校
」
と
あ
り
ま
す
が
、

同
じ
く
二
十
五
年
の
一
月
二
十
八
日
の

項
に
は
、
「
東
京
都
立
向
丘
高
等
学
校

と
校
名
変
更
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

更
に
遡
っ
て
み
ま
す
と
、
二
十
三
年
五

月
十
日
と
し
ま
し
て
、
「
阿
部
篤
三
校

長
東
京
都
視
学
官
に
転
出
し
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
、
宇
野
哲
人
、
校
長
事
務

取
扱
い
を
命
じ
ら
れ
る
。
」
と
あ
り
、

又
「
二
十
五
年
、
三
月
三
十
一
日
、
宇

野
哲
人
、
校
長
事
務
取
扱
い
を
免
ぜ
ら

れ
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
向
丘
は
宇
野
先
生
の
ご
後
任
と

し
て
、
当
時
都
立
上
野
忍
岡
高
校
の
校

長
を
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
土
屋
潤
身
先

生
を
校
長
と
し
て
新
た
に
迎
え
る
訳
な

の
で
す
が
、
東
大
の
名
誉
教
授
と
云
う

お
立
場
か
ら
「
校
長
事
務
取
扱
い
」
と

し
て
、
向
丘
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
宇
野

先
生
は
、
誠
に
異
例
の
人
事
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
二
年
足
ら
ず

の
短
か
い
期
間
の
先
生
の
お
仕
事
の
中

に
は
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
校
名
変
更
の
問

題
が
、
可
な
り
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

居
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま

す
。
最
初
の
校
名
を
向
丘
本
郷
高
校
と

云
い
ま
し
た
の
は
、
恐
ら
く
、
そ
も
そ

も
の
前
身
で
あ
る
、
都
立
向
丘
高
女
と

都
立
本
郷
女
子
商
業
と
云
う
両
校
の
名

称
を
公
平
に
含
め
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
出
身
の
先
生
方

も
居
ら
れ
る
中
で
の
、
宇
野
先
生
の
一

大
英
断
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
戦
前
に
は
向
丘
と
云
え
ば
、
旧
制

一
高
の
連
想
も
あ
り
、
校
名
と
し
て
の

「
向
丘
」
と
云
う
文
字
の
床
し
さ
等
、

そ
こ
は
一
大
漢
学
者
宇
野
哲
人
先
生
の

高
邁
な
る
識
見
に
侯
つ
所
で
あ
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
。

面
白
い
事
に
は
、
「
二
十
四
年
、
四

月
十
八
日
、
文
京
区
駒
込
追
分
町
一
〇

〇
番
地
に
新
設
さ
れ
た
校
舎
に
移
転
」

と
あ
り
ま
す
が
、
云
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
校
舎
は
現
在
に
繋
が
る
も
の
で
、

そ
の
地
番
は
今
、
文
京
区
向
丘
一
丁
目

十
一
番
十
八
号
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
向
丘
」
　
な
る
校
名
に
因
む

文
京
区
と
し
て
の
地
域
の
ご
協
力
が
当

時
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

改
築
以
前
の
古
い
体
育
館
が
、
本
郷

通
り
に
向
か
う
入
口
を
持
っ
て
居
た
事

な
ど
、
草
創
の
始
め
か
ら
、
地
域
と
の

（

関
連
が
深
か
っ
た
こ
と
を
、
沌
み
沌
み

と
、
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
昨
今
で
す
。

最
早
、
戦
後
半
世
紀
、
月
日
ガ
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
ヾ
向
丘

に
も
、
間
も
な
く
創
立
五
十
周
年
（
平

成
九
年
）
　
が
や
っ
て
参
り
ま
す
。

※
前
文
中
の
　
「
古
い
体
育
館
」
　
の
門
標
は

平
塚
寛
次
郎
校
長
の
御
尽
力
に
よ
り
、

校
長
室
に
大
切
に
保
管
し
て
あ
り
ま

す。
回
想
と
現
実

元
校
長
　
平
塚
寛
次
郎

こ
の
ご
ろ
、
音
楽
で
心
を
癒
す
こ
と

が
あ
る
。
横
浜
の
弁
護
士
ご
一
家
が
オ

ウ
ム
の
た
め
に
遺
体
と
な
っ
て
発
掘
さ

れ
る
悲
し
い
報
道
に
涙
ぐ
む
。
一
方
、

フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
決
行
の
報
道
に
胸

が
痛
む
。
こ
う
し
た
お
り
は
、
し
ば
し

音
楽
で
心
を
鎮
め
た
く
な
る
の
で
あ

る。

取
り
出
し
た
の
は
、
意
外
と
い
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
「
日
本
の
歌
」
　
で

あ
る
。
こ
の
テ
ー
プ
は
、
過
日
、
元
両

国
高
校
長
羽
部
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
羽
部
先
生
の
名
演
技
、

ベ
ル
ト
で
畳
を
強
打
し
て
歌
う
「
ロ
ー

ハ
イ
ド
」
は
、
わ
が
向
丘
高
の
元
校
長

原
先
生
の
名
演
技
、
扇
子
と
口
上
で
踊

る
「
エ
ッ
サ
ッ
サ
」
と
と
も
に
元
校
長

（

会
を
う
な
ら
せ
た
双
壁
な
の
で
あ
る
。

実
は
「
日
本
の
歌
」
は
「
ロ
ー
ハ
イ

ド
」
　
の
テ
ー
プ
を
お
ね
だ
り
し
た
つ
い

で
に
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

の
椰
子
の
実
・
青
春
賦
・
荒
城
の
月
・

琵
琶
湖
周
航
の
歌
を
聴
い
て
、
遠
い
日

の
学
び
舎
や
青
い
空
、
緑
の
木
々
や
旧

友
、
そ
し
て
向
丘
高
で
お
世
話
に
な
っ

た
こ
ろ
を
懐
し
く
思
い
出
し
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
向
丘
高
同
窓
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の
お
誘
い
が
届
い
た

の
で
あ
る
。
ふ
し
ぎ
な
気
が
し
た
。
向

丘
高
同
窓
会
の
方
々
も
き
っ
と
な
に
か

を
き
っ
か
け
に
懐
し
い
母
校
を
思
い
出

さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
青
少
年
時
代

の
日
々
を
過
ご
し
た
母
校
の
ぬ
く
も
り

は
肌
に
し
み
こ
ん
で
忘
れ
難
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
は
や
く

も
も
う
春
三
月
、
四
月
二
十
九
日
恒
例

の
同
窓
会
も
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
回
労
を
七
っ
て
く
だ
さ
る
小
川
会

長
・
役
員
の
方
々
に
感
謝
し
っ
つ
当
日

を
い
ま
か
ら
心
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す。
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報会窓同校高丘向

同
期
会
だ
よ
り

四
十
周
年
記
念
同
期
会
の
開
催

S
3
0
年
卒
　
三
谷
一
郎

昭
和
三
十
年
卒
業
生
の
四
十
年
目
の

同
期
会
が
三
月
五
日
、
日
暮
里
の
ホ
テ

ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
九
十
五
名
、
先
生
方
は

五
名
が
ご
出
席
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
担
任
奥
田
先
生
、
永
尾
先
生
、
古
田

先
生
に
加
え
教
科
担
当
の
長
田
先
生
、

田
中
先
生
を
囲
み
す
っ
か
り
全
員
が
昔

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
伸
び
や
か
に
し

な
や
か
に
悠
々
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
語
り
、
お
互
い
の
無
事
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
風
貌
に

刻
み
込
ま
れ
男
性
も
女
性
も
本
当
に
魅

力
一
杯
の
面
差
し
で
尽
き
ぬ
話
は
三
時

間
の
持
ち
時
間
も
あ
っ
と
言
う
問
に
終

わ
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
毎
、
部
活
単
位
の
記
念
写

真
に
も
熱
気
が
溢
れ
先
生
方
を
取
り
囲

ん
で
の
撮
影
に
は
喜
び
の
会
話
ま
で
が

し
っ
か
り
と
写
し
込
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
の
卒
業
生
は
五
ク
ラ
ス

二
百
五
十
七
人
で
し
た
。
三
年
生
の
担

任
で
あ
っ
た
五
名
の
先
生
の
う
ち
お
二

人
は
す
で
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
周
年
に
続
く
企
画
で
し
た
が
次

は
五
年
後
に
是
非
開
催
と
多
く
の
参
加

者
か
ら
希
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
案

内
状
の
届
い
た
人
数
の
半
分
が
出
席
し

た
こ
と
は
大
い
に
評
価
で
き
ま
す
が
、

残
り
の
半
分
の
方
々
も
是
非
次
回
に
は

出
席
し
て
昔
の
友
垣
を
再
び
築
き
ま
し

ょ
う
と
　
「
や
よ
い
」
を
通
じ
て
呼
び
か

け
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
五
年
、
十
年
と
周
年
ご
と
の

同
期
会
を
皆
様
も
ぜ
ひ
企
画
し
て
下
さ

ヽ

↓

　

O

L
V

勿
論
、
前
後
の
文
章
に
名
セ
リ
フ
も

あ
り
、
こ
ゐ
コ
ピ
ー
に
つ
ら
れ
て
四
十

名
の
な
つ
か
し
い
面
々
が
、
遠
く
は
香

川
県
や
大
阪
か
ら
上
京
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
高
校
で
の
三
年
間
一
度
も
同

じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
事
も
な
く
、
お
会

い
し
て
も
（
？
）
と
い
う
方
も
あ
れ
ば
、

四
十
年
ぶ
り
の
再
会
な
の
に
、
お
互
い

一
目
で
昔
の
面
影
を
み
つ
け
出
し
旧
姓

で
呼
び
合
っ
た
り
、
ど
こ
か
で
お
会
い

し
た
事
あ
る
の
だ
け
れ
ど
　
ー
　
と
お
そ

る
お
そ
る
声
を
か
け
て
み
た
り
。

各
ク
ラ
ス
に
わ
か
れ
一
人
一
人
の
近

況
報
告
に
、
昔
を
思
い
出
し
て
茶
々
を

入
れ
て
み
た
り
、
久
々
た
の
し
い
ひ
と

と
き
を
過
し
外
へ
出
れ
ば
、
十
五
夜
を

明
日
に
ひ
か
え
、
め
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ

れ
し
た
お
月
様
が
私
達
を
見
送
っ
て
い

ま
し
た
。
仕
掛
人
、
世
話
人
の
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
よ
ろ

し
く
〃
‥

難
度
A
　
着
地
成
功

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

さ
そ
わ
れ
て

S
3
1
年
卒
　
入
江
　
（
倉
林
）
　
尚
子

同
期
会
の
お
き
そ
い
に
　
「
…
…
も
し

か
す
る
と
人
生
で
こ
れ
が
最
後
の
出
会

い
に
な
る
か
も
…
…
」
と
い
う
案
内
状

を
手
に
し
た
ら
、
貴
方
な
ら
ど
う
な
さ

い
ま
す
？
そ
ん
な
の
ム
シ
で
す
か
、
ウ

フ
フ
と
笑
い
ま
す
か
、
ウ
ー
ン
そ
う
だ

ナ
と
う
な
ず
い
て
し
ま
い
ま
す
か
。

S
3
7
年
卒
　
寺
村
　
光
司

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
と
言
い
ま
す

が
、
三
年
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
ま
で
し

た
。
平
成
四
年
に
卒
業
三
十
周
年
を
期

し
て
、
同
期
会
を
開
催
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
初
め
て
同
期
会
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
折
、
次
回
は
三
年
後
幹

事
は
A
組
か
ら
持
ち
回
り
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
三
年
な
ん

て
遠
い
話
と
気
に
も
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
幹
事
年

が
回
っ
て
来
ま
し
た
。
後
二
年
後
の
五

年
目
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
と
た
か
を

く
く
つ
て
い
る
と
、
篠
田
保
君
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
絶
対
に
や
る
と
の
こ
と
で

した。渋
々
重
小
腰
を
上
げ
準
備
を
初
め
、

段
々
に
格
好
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。
同

期
の
高
橋
喜
美
子
　
（
旧
姓
‥
片
岡
）
　
さ

ん
の
店
「
わ
ら
し
っ
子
」
　
で
の
幹
事
会

も
無
事
済
ん
で
、
後
は
何
名
が
出
席
し

て
く
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま

し
た
。
会
場
は
駒
込
の
れ
す
と
ら
ん

「
ぷ
ら
ざ
」
と
し
、
会
場
に
は
六
十
五

名
で
予
約
し
後
は
神
頼
み
で
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
八
十
一

名
　
（
A
十
三
名
B
十
二
名
C
十
四
名
D

十
九
名
E
六
名
F
十
七
名
）
　
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
無
事
大
役
を
果
た
せ

ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
が
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二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
担
任
の
先

生
方
に
出
席
頂
け
な
か
っ
た
こ
と
。
た

だ
、
橋
本
力
先
生
に
は
前
回
に
続
い
て

出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、

夜
に
な
っ
て
雨
が
ふ
り
だ
し
皆
さ
ん
に

大
変
な
思
い
を
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

会
計
も
黒
字
と
な
り
次
回
の
幹
事
B

組
へ
の
引
継
ぎ
も
終
り
ま
し
た
。
一
緒

に
力
を
合
わ
せ
て
く
れ
た
福
沢
と
き
子

（
旧
姓
‥
荒
川
）
　
さ
ん
ほ
か
、
各
組
の

幹
事
の
方
た
ち
に
も
お
礼
を
申
し
上

げ
、
難
度
A
無
事
着
地
成
功
と
密
か
に

喜
ん
で
い
ま
す
。
後
は
十
八
年
後
、
生

き
て
い
れ
ば
、
又
幹
事
を
楽
し
く
や
り

ま
し
ょ
う
。

バ
チ
ッ
と
合
っ
た

3
0
年
ぶ
り
の
再
会

S
4
1
年
卒
　
原
　
（
近
藤
）
　
淑
子

卒
業
式
の
時
、
フ
ッ
と
思
っ
た
こ
と

を
想
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
う

二
度
と
、
全
員
が
一
同
に
会
す
る
こ
と

は
な
い
、
と
。
各
々
に
、
様
々
な
こ
と

が
あ
っ
た
三
十
年
間
と
思
い
ま
す
が
、

「
光
陰
矢
の
如
し
」
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
っ
た
気
が
し
ま
す
。

第
一
回
目
の
同
期
会
。
少
々
不
安
な

気
持
も
、
な
つ
か
し
い
友
の
顔
を
見
て

ど
こ
か
に
、
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
三
十
年
分
の
挨
拶
の
波
…
！
。
会

場
は
、
感
嘆
の
声
。
全
然
変
っ
て
い
な

い
人
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
っ
た
人
、
で
も

昔
の
記
憶
と
今
が
、
バ
チ
ッ
と
合
い
、

と
て
も
不
思
議
で
し
た
。

先
生
方
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が
出

来
大
変
な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
た

だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
三
年
の
担
任
の

中
村
信
忠
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
中
村
先
生
の
お
好
き
だ
っ
た

「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
」
を
思
い

出
し
ま
す
。

人
と
人
と
の
出
会
い
は
、
「
再
会
」
、

「
新
し
い
出
会
」
を
問
わ
ず
楽
し
い
も

の
と
い
う
気
が
す
る
こ
の
頃
で
す
。

同
期
会
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ス
会
が
開

か
れ
た
り
、
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
友
達

同
士
が
集
ま
っ
た
り
と
、
出
会
い
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（

次
回
の
同
期
会
　
（
来
年
の
創
立
五
十

周
年
の
時
と
か
）
　
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

Ⅵ

『
私
と
同
窓
会
』
　
　
　
　
　
▼

気
軽
に
会
え
る
場
所
へ
　
【

S
4
1
年
卒
　
佐
藤
一
男

昨
年
4
月
2
9
日
高
校
卒
業
御
年
を
記

念
し
て
同
期
会
を
行
な
う
。

平
成
5
年
4
月
2
9
日
の
同
窓
会
に
2
7
年

ぶ
り
に
出
席
し
、
そ
の
時
居
合
わ
せ
た

同
期
の
何
人
か
で
卒
業
3
0
年
目
に
あ
た

る
平
成
7
年
に
同
期
会
を
開
こ
う
と
話

し
合
う
が
、
そ
れ
か
ら
1
年
は
両
も
し

な
い
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
。
翌
年
の
同

窓
会
で
来
年
こ
そ
同
期
会
を
行
な
お
う

と
決
め
、
ま
ず
同
期
生
の
現
住
所
の
確

認
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
か
鼠
は
じ
め

る。　　　　　　　　　　　　【幸
い
同
期
の
谷
嶋
君
が
最
大
限
の
努
力

を
し
て
一
人
ま
た
一
人
住
所
邦

て
い
っ
た
。
案
内
を
出
す
こ

餌
わ
か
っ

に
は
同

期
生
の
3
分
の
2
ほ
ど
の
住
通
が
わ
か

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

と
り
あ
え
ず
、
我
々
は
同
期
生
5
0
名

以
上
集
め
る
事
に
重
点
を
お
き
次
回
以

降
人
数
を
ふ
や
す
事
に
す
る
。
、

何
度
か
の
打
ち
合
わ
せ
の
な
か
で
5
0
名

は
集
め
ら
れ
そ
う
と
結
論
を
出
t
同
窓

会
と
同
じ
4
月
2
9
日
に
同
期
会
を
行
な

う
事
に
す
る
。

集
ま
る
た
び
に
幹
事
達
に
熱
意
を
感
じ

き
っ
と
成
功
す
る
も
の
と
確
信
す
る
。

同
期
会
当
日
、
ま
ず
同
窓
会
に
出
席
し
、

本
日
同
期
会
の
あ
る
事
を
連
絡
し
て
途

中
退
席
し
て
会
場
に
向
か
う
。
開
会
3
0

分
前
に
着
い
た
の
に
す
で
に
数
人
の
人

が
来
て
い
て
次
第
に
雰
囲
気
が
盛
り
上

が
る
。
先
生
方
も
現
在
い
ら
っ
し
ゃ
る

5
人
す
べ
て
の
方
が
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
ま
ず
は
第
一
の
目
標
は
達
成
す
る
。

出
席
者
も
8
0
名
を
越
え
て
当
初
の
予
想

を
越
え
る
。

会
が
は
じ
ま
り
先
生
方
一
人
一
人
の

挨
拶
を
し
て
い
た
だ
く
と
会
も
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
達
し
3
0
年
の
時
を
越
え
た

感
じ
が
す
る
。
二
次
会
、
三
次
会
と
夜

お
そ
く
ま
で
宴
は
続
き
時
の
た
つ
の
を

忘
れ
る
。

数
年
後
再
開
を
誓
っ
て
解
散
す
る
が
余

韻
が
残
る
。
結
局
、
同
窓
会
と
い
う
年

代
を
越
え
た
集
ま
り
の
場
所
が
あ
る
事

が
同
期
生
適
の
集
ま
り
を
容
易
に
す

る。
卒
業
3
0
年
し
て
は
じ
め
て
同
窓
会
に

感
謝
し
た
い
気
拝
だ
。
我
々
も
同
期
の

集
ま
り
を
同
窓
会
の
様
に
長
く
継
続
し

て
同
期
の
人
に
会
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
時
、
気
軽
に
会
え
る
場
所
を
作
っ
て

行
き
た
い
。
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貴
重
だ
っ
た
同
窓
会
参
加
と

同
期
会
の
薦
め

S
4
1
年
卒
　
谷
嶋
二
三
男

昨
年
、
3
0
周
年
同
期
会
を
盛
会
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
期
会
が
開
催
で
き
た
要
因
に
は
、

同
窓
会
に
核
と
な
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

が
数
年
間
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
数
年
間
参
加
し
て
い
た
こ

と
で
、
た
ま
た
ま
参
加
し
た
方
と
の
つ

な
が
り
を
維
持
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま

た
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
そ
し
て
ク
ラ
ス

と
し
て
卒
業
後
も
連
絡
を
と
り
あ
っ
て

い
た
方
も
多
く
、
い
も
づ
る
式
に
珊
名

近
く
の
方
の
住
所
が
判
明
し
て
行
っ
た

こ
と
も
良
い
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し

た。
同
窓
会
の
存
在
の
お
陰
で
同
期
会
が

開
催
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
ま

す
。
と
に
か
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ

（

か
け
も
大
切
で
す
。
他
の
期
の
方
も
同

期
会
の
開
催
を
考
え
て
み
る
た
め
に
、

同
窓
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

3
0
年
ぶ
り
の
同
期
会
は
、
予
想
以
上

に
話
が
つ
き
ず
、
学
生
時
代
同
様
、
先

生
の
話
も
、
お
し
ゃ
べ
り
で
耳
に
入
ら

な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。

同
期
会
の
折
、
次
回
の
同
期
会
開
催

に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
1
年
後
開

催
2
5
％
、
2
年
後
開
催
2
5
％
、
3
年
後

開
催
卸
％
、
で
し
た
。
こ
の
結
果
と
昨

年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
く
い
る

こ
と
か
ら
、
次
回
は
2
年
後
　
（
平
成
8

年
）
　
の
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。
同
期

会
が
開
催
で
き
た
の
で
、
同
窓
会
は
も

う
良
い
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
毎
年
開
催
希
望
の
方
そ
し

て
昨
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
ぜ

ひ
今
年
の
同
窓
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
幹
事
は
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
情

報
交
換
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
、
女
性
一
名
が
私
の
講
習
を
受
け
、

も
う
一
名
が
経
理
の
腕
を
活
か
し
て
会

計
。
私
は
お
茶
く
み
兼
幹
事
兼
手
芸
の

先
生
兼
、
旧
ク
ラ
ス
会
及
び
同
期
会
幹

事
等
々
雑
役
婦
を
し
て
み
ま
し
た
。

当
初
七
名
の
先
生
す
べ
て
よ
り
快
諾

を
い
た
だ
き
、
感
激
を
涙
を
こ
ぼ
し
そ

う
に
な
っ
た
私
で
す
が
新
山
先
生
・
中

花
の
1
9
期
生
拡
大
ク
ラ
ス
会

S
4
2
年
卒
　
立
花
（
川
井
）
恵
美
子

去
る
平
成
七
年
八
月
二
十
六
日

（
土
）
、
私
の
仕
事
場
で
も
あ
る
、
向
丘

生
涯
学
習
館
三
階
実
習
室
に
、
恩
師
、

三
年
時
F
組
級
友
、
私
の
個
人
的
親
友
、

そ
の
他
e
－
C
、
…
十
三
名
が
集
合
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
な
い
の
を
嘆
き
つ

村
達
郎
先
生
・
江
川
先
生
・
篠
原
先
生

が
欠
席
さ
れ
残
念
で
し
た
。

こ
こ
を
全
員
で
後
片
づ
け
、
そ
う
じ

を
し
第
二
会
場
で
あ
る
自
山
上
の
五
衛

門
へ
八
人
が
徒
歩
で
出
発
。
私
は
遅
刻

者
の
チ
ェ
ッ
ク
と
残
務
整
理
の
為
居

殊。
な
つ
か
し
の
母
校
の
前
で
記
念
撮
影

を
と
カ
メ
ラ
二
台
を
友
人
に
託
す
。

十
分
程
遅
れ
到
着
す
る
と
降
旗
先
生

以
外
の
吉
田
善
雄
先
生
、
小
倉
先
生
も

い
ら
し
て
い
て
又
十
三
名
に
な
る
。

も
う
か
な
り
出
き
上
っ
た
よ
う
な
某

氏
　
（
特
に
名
を
秘
す
）
　
の
リ
ー
ド
に
よ

り
ゲ
コ
の
私
が
指
名
さ
れ
再
び
カ
ン
パ

イ
○

各
自
の
近
況
報
告
に
移
る
と
こ
れ
か

ら
は
爆
笑
の
ウ
ズ
と
な
る
。

単
身
赴
任
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
変

な
氏
、
関
西
の
震
災
を
体
験
し
た
人
、

耐
震
設
計
の
専
門
家
と
し
て
直
後
に
現

地
入
り
し
た
人
、
ヨ
ガ
を
し
て
い
て
プ

ロ
・
ポ
ー
シ
ョ
ン
抜
群
と
自
他
共
に
認

め
ら
れ
る
人
、
又
養
子
に
行
っ
た
人
、

養
子
を
も
ら
っ
た
人
、
バ
ツ
一
の
経
験

者
、
中
・
高
校
の
先
生
が
四
名
　
（
内
一

名
が
小
倉
先
生
）
　
善
田
・
降
旗
両
先
生

は
そ
れ
ぞ
れ
公
的
或
い
は
福
祉
等
の
社

会
に
貢
献
な
さ
る
お
仕
事
に
つ
か
れ
て

い
ま
す
。

他
に
製
薬
会
社
で
他
の
ク
ラ
ス
な
が

ら
九
中
時
代
か
ら
の
友
人
、
当
番
を
他

の
人
に
押
し
っ
け
て
出
席
し
た
ら
し
い

コ
ン
ビ
ユ
ト
タ
ー
関
連
会
社
の
人
、
電

通
一
名
。
私
か
ら
小
倉
先
生
の
話
に
な

っ
た
途
端
に
私
語
が
激
増
し
学
生
時
代

そ
の
ま
ま
に
　
「
先
生
の
話
を
き
ち
ん
と

聞
き
な
さ
い
。
」
　
と
一
カ
ツ
さ
れ
大
爆

笑。
降
旗
先
生
の
福
祉
の
活
動
、
吉
田
先

生
と
小
倉
先
生
の
東
大
紛
争
へ
の
か
か

わ
り
等
、
興
味
深
い
お
話
し
や
、
た
び

た
び
起
っ
た
ヤ
ジ
や
質
問
等
に
よ
り
閉

店
時
間
を
す
ぎ
る
程
で
し
た
。

又
、
小
倉
先
生
が
2
4
才
で
着
任
し
た

事
、
二
人
の
先
生
が
大
正
1
5
年
、
昭
和
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つし

ちいルたて
て＿二かコ＿ま　い

歩花ず1まる
く嫁料ル　0　0
だの理で宴私

1
年
の
同
じ
年
生
ま
れ
で
仲
が
良
い
事

等
初
め
て
う
か
が
っ
た
事
ば
か
り
で

す。
先
生
が
た
が
翌
日
の
仕
事
を
ひ
か
え

ら
れ
て
い
た
た
め
十
名
　
（
F
組
七
名
A

組
一
名
D
組
一
名
G
組
一
名
）
　
が
三
次

会
の
カ
ラ
オ
ケ
へ
、
さ
ら
に
盛
り
上
っ

た
り
下
っ
た
り
、
校
歌
で
し
め
て
楽
し

く
閉
会
。

男
女
四
名
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
帰

宅
。
先
に
帰
っ
た
和
田
君
を
次
期
ク
ラ

ス
会
会
長
、
栗
田
君
の
連
絡
係
・
名
簿

係
が
決
定
。
又
大
学
教
授
二
名
多
忙
な

な
か
遠
方
か
ら
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た。
追
伸
前
同
期
会
長
横
山
氏
（
弁
護
士
）

か
ら
の
伝
言

次
期
同
期
会
長
に
な
り
た
い
人
は
す

み
や
か
に
立
候
補
し
て
同
期
会
開
催
の

準
備
に
か
か
ら
れ
た
し

み
ん
な
の
広
場

古
い
思
い
で
今
い
づ
こ

戦
は
そ
の
ま
ゝ
ク
ラ
ス
の
中
に
移
っ
て

き
た
よ
う
で
し
た
。
勉
強
も
そ
れ
ぞ
れ

に
自
由
時
間
　
（
各
自
時
間
数
が
違
う
）

を
持
ち
図
書
室
は
何
時
も
満
員
で
し
た

の
で
私
な
ど
は
校
長
室
　
（
土
屋
潤
身
校

長
）
　
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
校
長

先
生
に
は
学
生
時
代
の
こ
と
、
宗
教
の

こ
と
、
そ
し
て
日
本
女
性
の
美
し
き
に

つ
い
て
又
数
学
の
先
生
が
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
、
漢
文
の
先
生
が
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
、
生
徒
も
色
々
で
し
た
が
先
生
達
も

ユ
ニ
ー
ク
な
先
生
が
多
く
勉
強
の
方
法

も
自
由
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

古
い
歴
史
を
持
っ
た
高
校
か
ら
の
転
校

生
だ
っ
た
私
は
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

生
徒
間
の
交
流
、
先
生
達
と
の
語
り
合

い
が
本
当
に
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
思
う
に
不
足
な
設
備
の
中
で
当
時
東

大
に
し
か
な
い
と
云
わ
れ
た
電
子
顕
微

鏡
に
写
し
出
さ
れ
た
微
生
物
と
生
物
の

先
生
の
笑
顔
が
今
も
目
の
中
に
残
っ
て

い
る
の
で
す
。
電
子
顕
微
鏡
は
私
達
の

誇
り
で
し
た
。
今
新
ら
し
く
、
校
舎
で

学
ぶ
若
人
に
大
き
な
夢
を
措
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
違
和
感
を
感
じ
た
。
い
ま
ど

き
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
が
い
る
と
丸
井
サ

ン
は
思
っ
て
い
る
の
か
し
ら
ね
な
ど
と

冗
談
め
か
し
て
悪
口
も
い
っ
た
。
が
、

間
も
な
く
私
自
身
、
女
に
は
ま
だ
ま
だ

フ
ル
ネ
ー
ム
で
は
通
ら
な
い
牡
間
が
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
叫

桜
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
こ
ろ
、
夫
に

仲
人
の
依
頼
が
来
た
。
夫
は
高
校
の
教

師
で
あ
る
。
十
年
程
前
に
担
底
を
し
た

卒
業
生
か
ら
の
電
話
ら
し
い
。

「
花
嫁
の
紹
介
は
お
前
が
や
■
ら
て
み

る
か
？
」
　
　
　
　
　
　
　
　
山

「
え
え
！
　
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の

や
っ
て
み
た
ー
い
」
　
　
　
　
〝

目
立
ち
た
が
り
屋
の
私
は
夫
の
言
葉

に
飛
び
つ
い
た
。
過
去
数
回
の
経
験
か

ら
、
仲
人
夫
人
ほ
ど
つ
ま
ら
な
い
役
は

な
い
と
し
み
じ
み
思
っ
て
い
た
か
ら
。

夫
は
、
挙
式
無
事
終
了
の
報
告
か
ら
新

郎
新
婦
の
略
歴
紹
介
、
加
え
て
祝
辞
に

私
は
山
本
越
子
な
の
だ
か
ら
。

夏
が
過
ぎ
、
挙
式
日
ま
で
一
カ
月
を

残
す
ば
か
り
に
な
っ
て
も
夫
か
ら
な
ん

の
話
も
な
い
。
私
は
し
び
れ
を
き
ら
し

た。

「
ね
え
、
ど
う
な
っ
た
　
花
嫁
紹
介

を
さ
せ
て
く
れ
る
話
」

「
あ
あ
、
あ
れ
ね
。
や
っ
ぱ
り
無
理

だ
な
あ
。
僕
も
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と

思
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
」

ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
読
ん
で
も
、

経
験
者
に
聞
い
て
ま
わ
っ
て
も
前
例
が

な
い
と
い
う
。

頭
に
思
い
描
い
て
い
た
晴
舞
台
は
幻

と
消
え
た
。
前
例
を
覆
し
て
ま
で
私
を

生
か
す
気
は
な
い
ら
し
い
。
残
念
！

ふ
ろ
く
の
惨
い
抵
抗
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
そ
う
で
あ
る
。

第
三
の
青
春

い
た
る
ま
で
延
々
と
喋

は
た
だ
黙
っ
て
う
つ
む

ヽ
一

S
2
6
年
卒
　
渡
辺
　
（
加
藤
）
　
信
子

四
十
幾
有
余
年
の
歳
月
は
、
思
い
出

を
消
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
木
造
二

階
建
て
の
箱
庭
の
よ
う
な
校
舎
の
想
い

で
「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
い

い
ま
す
が
、
昭
和
も
遠
く
な
り
つ
ゝ
あ

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
学
生
運
動
の
盛
ん

な
時
代
で
あ
り
、
又
大
学
野
球
が
ス
ポ

ー
ツ
の
花
で
あ
っ
た
時
で
春
秋
の
早
慶

”
ふ
ろ
く
の
た
わ
ご
と
“

S
3
1
年
卒
　
山
本
　
（
福
永
）
　
越
子

数
年
前
の
こ
ん
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

ご
記
憶
だ
ろ
う
か
。

〝
フ
ル
ネ
ー
ム
で
生
き
て
い
ま
す

か
？
私
は
手
塚
さ
と
み
で
す
″

テ
レ
ビ
が
そ
う
呼
び
か
け
た
と
き
、

た
け
な
わ
に
な
っ
て
も
ア

赤
い
顔
を
す
る
わ
け
に
も

を
口
に
す
る
の
も
遠
慮
が

お
色
直
し
の
度
に
手
を
引
い

け
。
－
私
、
夫
の
付
録
み
た
い

子
育
て
が
一
段
落
す
る
こ
ろ
か
ら
和

裁
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
不
惑
を

過
ぎ
て
始
め
て
趣
味
の
世
界
で
も
私
は

フ
ル
ネ
ー
ム
で
生
き
て
い
る
‥
「
つ
も
り

で
い
る
。
妻
で
あ
り
母
親
で
あ
っ
て
も

S
4
1
年
卒
　
斉
藤
　
（
青
田
）
　
美
子

昨
年
3
0
周
年
の
同
期
会
に
出
席
し
、

子
育
て
の
話
よ
り
健
康
の
話
に
花
が
咲

く
年
代
を
感
じ
た
こ
の
頃
で
す
。

机
を
並
べ
た
級
友
（
旧
友
？
）
　
た
ち

は
今
も
高
校
生
の
時
の
顔
で
し
た
。
で

も
後
か
ら
写
真
を
み
る
と
そ
れ
な
り
の

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
の
顔
で
し
た
。

（
失
礼
！
）
　
花
の
5
0
代
に
向
け
て
第
三

の
青
春
を
楽
し
み
た
い
と
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
。
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旅
の
絵
日
記
感
じ
た
ま
～
ん
ま

S
3
2
年
卒
　
櫻
井
弘
清

平
成
七
年
十
二
月
三
十
一
日
　
（
日
）

今
日
は
数
十
年
通
っ
て
い
る
蔵
王
へ

ス
キ
ー
に
行
く
こ
と
が
出
来
た
。
今
年

は
雪
も
多
く
樹
氷
が
も
う
見
ら
れ
る
、

い
つ
も
の
ご
と
く
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
に
乗

り
樹
氷
高
原
駅
へ
山
頂
線
に
乗
り
継
ぐ

た
め
の
く
整
理
券
を
も
ら
え
ず
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
ゲ
レ
ン
デ
に
て
、
何
回
か
ス
ベ

ッ
テ
居
る
と
放
送
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出

て
、
整
理
券
が
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、

息
子
の
分
と
二
枚
も
ら
い
運
良
く
地
蔵

山
頂
駅
へ
向
か
う
こ
と
が
出
来
た
。
例

年
だ
と
雲
海
と
吹
雪
き
で
地
蔵
尊
は
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
に
、
自
分
達
が

登
っ
た
十
五
時
頃
は
何
十
年
に
一
度
会

え
る
か
ど
う
か
と
云
う
好
天
に
恵
ま
れ

る
こ
と
が
出
来
、
又
々
運
の
良
い
日
に

合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
予
約
も
な

に
も
し
な
い
で
出
か
け
た
の
に
宿
も
H

O
T
E
L
「
喜
ら
く
」
と
云
う
露
天
風

呂
付
の
宿
に
泊
る
こ
と
に
な
り
幸
運
に

つ
ぐ
幸
運
続
き
で
あ
り
ま
し
た
。
本
年

二
月
に
は
実
母
清
子
が
八
十
一
才
で
他

界
し
た
の
で
、
ふ
ら
り
ふ
ら
り
の
旅
に

出
て
最
高
の
思
い
を
し
ま
し
た
。

女
房
の
外
出
に
夫
の
許
可
が

い
る
の
？

S
4
1
年
卒
　
尾
道
（
大
橋
）
郁
代

今
や
女
の
時
代
と
思
い
き
や
、
ま
だ

ま
だ
、
夫
に
許
可
を
も
ら
わ
な
い
と
夜

の
外
出
は
で
き
な
い
と
い
う
女
性
に
つ

い
最
近
出
会
っ
た
。
私
の
通
っ
て
い
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
仲
間
だ
。
忘

年
会
を
し
よ
う
と
言
い
出
し
た
の
は
、

彼
女
だ
っ
た
。
そ
の
彼
女
が
実
は
、
夫

の
許
可
が
な
け
れ
ば
夜
の
外
出
は
で
き

な
い
と
言
う
。
夫
は
私
と
同
じ
年
だ
。

私
は
　
「
過
去
に
不
祥
事
が
あ
っ
た
の
で

は
？
」
と
聞
き
か
え
し
た
。
そ
の
夫
は

仕
事
の
都
合
で
一
日
お
き
に
泊
町
に
な

る
七
言
う
。
職
場
か
ら
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
と
寝
て
い
る
時
も
起
こ
す
し
、

ト
イ
レ
に
入
っ
て
い
て
も
呼
ぶ
と
言

う
。
そ
の
忘
年
会
の
当
日
は
夫
に
許
可

を
得
て
い
な
く
て
ど
う
し
よ
う
と
迷
っ

て
い
た
と
こ
ろ
へ
六
時
ご
ろ
電
話
が
あ

っ
た
の
で
安
心
し
て
出
て
来
れ
た
と
言

っ
て
い
た
。
男
性
だ
け
が
威
張
っ
て
い

る
時
代
は
終
っ
た
と
思
う
。
夫
婦
で
あ

っ
て
も
お
互
い
に
個
人
を
尊
重
し
認
め

あ
っ
て
生
活
し
た
い
と
思
う
。

我
家
で
は
夫
が
出
掛
け
る
こ
と
が
多

い
為
私
が
夜
外
出
す
る
こ
と
に
は
何
も

言
わ
な
い
の
か
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

と
は
一
百
え
私
も
毎
日
の
よ
う
に
出
掛
け

る
所
は
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
美
男
で
も
美
女
で
も
な
い
か
ら
不

倫
も
で
き
ず
、
や
き
も
ち
も
や
か
ず
眠

た
く
な
れ
ば
帰
っ
て
く
る
始
末
な
の
で

ある。

一
筆
啓
上

元
校
長
　
石
章
二
郎

前
略
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
へ
の
御
案

内
を
戴
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
参
加
致
し
た
い
の
で
す
が
、
愚
妻

が
病
院
に
入
院
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

退
院
の
許
し
を
得
、
長
女
の
処
へ
参
り

静
養
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
健
康
を
害

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
共
に
当
分
当
地

で
静
養
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
皆
様

に
お
会
い
す
る
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
ず
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
他
の

機
会
に
お
会
い
出
来
る
日
を
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
す
。

皆
様
に
よ
ろ
し
く
。平

成
七
年
九
月
十
日

と
め
ら
れ
て
お
り
、
母
校
の
様
子
、
そ

れ
も
施
設
や
人
事
、
生
徒
の
様
子
、
校

舎
改
築
、
さ
ら
に
同
窓
会
の
活
動
状
況

等
誠
に
よ
く
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
役
員
名
簿
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
す
。
そ
れ
に

し
て
も
八
千
三
百
余
名
の
同
窓
生
に
発

送
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
思
い
や

ご
努
力
に
た
だ
た
だ
感
謝
あ
る
の
み
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
と
り
急
ぎ
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。

平
成
七
年
三
月
十
日
　
（
十
七
時
）

向
丘
時
代
の
想
い
出

元
校
長
　
平
塚
寛
次
郎

只
今
『
や
よ
い
』
第
5
号
拝
受
。
一

昨
日
、
お
心
く
ぼ
り
の
電
話
を
頂
戴
い

た
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
「
は
や
く

も
、
も
う
」
　
の
実
感
を
も
っ
て
手
に
い

た
し
ま
し
た
。
1
2
ペ
ー
ジ
に
亘
る
大
部

の
も
の
を
、
内
容
ず
っ
し
り
に
よ
く
ま

S
2
5
年
卒
　
原
田
か
ず
ゑ

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
早
速
会
報
を
送

っ
て
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

地
下
鉄
で
一
度
白
山
を
通
り
ま
し
た

時
は
懐
か
し
く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
一
度
同
窓
会
で
行
っ
た
だ
け

で
す
か
ら
九
月
に
は
皆
さ
ん
と
揃
っ
て

訪
ね
て
見
た
い
と
心
が
は
ず
ん
で
い
ま

す。
古
い
卒
業
証
書
コ
ピ
ー
し
て
み
ま
し

た。
宇
野
校
長
は
白
髪
の
と
て
も
お
優
し

い
先
生
で
し
た
。
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Il＿套叫狼

l　川先は
ン’は店
テ静ゴを

で今
おは
り　残

東
大
の
名
誉
教
授
で
文
学
博
士
、
浩

宮
さ
ま
の
お
名
前
も
も
う
お
一
方
の
先

生
と
お
考
え
、
お
つ
け
に
な
ら
れ
た
と

か
、
新
聞
で
拝
見
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

同
じ
職
場
の
人
の
名
前
だ
け
書
い
て

み
ま
し
た
の
で
会
報
送
っ
て
戴
け
ま
し

た
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

他
の
方
と
は
音
信
不
通
で
す
。

戦
後
の
焼
け
あ
と
の
中
、
あ
の
町
、

こ
の
町
と
復
興
祭
の
演
芸
が
街
角
で
あ

り
ま
し
て
、
学
校
の
近
く
で
一
寸
立
ち

止
っ
て
眺
め
て
見
た
こ
と
、
学
校
か
ら

一
つ
一
つ
物
資
で
沢
山
の
靴
が
届
き
一

足
戴
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

東
大
か
ら
は
五
月
祭
の
ご
招
待
な
ど

あ
り
ま
し
て
、
校
章
も
似
て
い
る
よ
う

で
よ
く
東
大
生
と
間
違
え
ら
れ
ま
し

た。
都
電
の
走
っ
て
い
た
あ
の
頃
、
物
も

不
自
由
な
時
代
で
し
た
が
、
東
京
に
は

東
京
の
よ
さ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
東

京
を
離
れ
、
こ
の
地
　
（
印
旛
郡
栄
町
竜

角
寺
台
）
に
来
て
五
年
に
な
り
ま
す
が
、

故
郷
と
こ
ち
ら
の
文
化
に
余
暇
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
ょ
う
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
菓
子
の
製
造
販
売
卸
の
会
社
を
し
て

お
り
ま
す
。

本
職
は
お
菓
子
教
室

ま
だ
し
ば
ら
く
暑
い
こ
と
で
し
ょ
う

お
体
ご
慈
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

早
宮
短
音

濁
　
度
冒
す
ゑ

沼
か
大
ネ
三
月
十
星

吾
桑
貰
客
重
曹

早
宮
し
た
こ
と
を
記
す
右

裾
和
事
ユ
キ
皐
月
手
犬
司

書

重

量

汲

字

音

金

L

番
手
九
七
親

ぎ
3
1
年
卒
　
川
上
（
西
村
）
　
玉
美

八
万
も
下
旬
に
な
っ
て
も
今
年
の
猛

暑
は
終
わ
ら
ず
グ
ツ
タ
リ
し
て
お
り
ま

す
。
∴同

期
会
幹
事
の
会
が
八
月
二
十
六
日

に
あ
る
と
の
お
知
ら
せ
を
た
だ
今
拝
見

し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
留
守
に
い
た
し

て
お
ヶ
ま
し
て
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
お

り
ま
し
た
。

お
返
事
が
今
日
投
函
し
た
の
で
は
間

に
合
わ
な
い
と
考
え
て
F
A
X
で
失
礼

い
た
し
ま
す
。
あ
す
は
名
古
屋
か
ら
息

子
夫
婦
が
久
し
ぶ
り
で
来
ま
す
の
で
た

っ
た
一
泊
で
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
そ
ち

ら
に
は
伺
え
ま
せ
ん
。

幹
事
だ
け
の
集
ま
り
で
欠
席
の
場
合

は
代
理
人
と
の
事
で
す
が
今
日
の
明
日

で
は
探
せ
ま
せ
ん
悪
し
か
ら
ず
よ
ろ
し

く
お
集
ま
り
の
か
た
達
で
ご
相
談
下
さ

い
ま
せ
。
人
数
の
少
な
い
会
合
の
よ
う

な
の
で
ぜ
ひ
伺
い
た
く
思
い
ま
し
た
残

念
で
す
。

近
況
お
便
り
と
の
こ
と
で
す
が
私
は

（

持
た
な
い
お
菓
子
屋
で
す
売

ル
フ
場
　
（
千
葉
、
埼
玉
、
神

岡
）
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
東
京

ニ
ス
ク
ラ
ブ
…
で
す
。
個
人

の
引
出
物
、
お
中
元
、
お
歳

－
ト
さ
ん
を
使
っ
て
し
て
お

教
室
は
船
橋
の
自
宅
と
関

あ
り
阪
神
大
震
災
も
も
ろ
に

業
等

で
パ

ま
す
。

教
室
が

つ
か
り

ま
し
た
。

お
菓
子
教
室
を
は
じ
め
ま
⊥
て
十
七

年
に
な
り
昔
は
六
十
才
に
は
リ
ウ
ィ
ヤ

し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
そ
れ

も
あ
と
二
年
に
な
っ
て
ま
だ
ま
だ
元
気

で
す
の
で
続
け
ま
す
。

う
ろ
お
ぼ
え
で
す
が
小
川
さ
ん
は
家

具
関
係
の
お
仕
事
と
伺
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
？

私
も
お
陰
さ
ま
で
二
十
代
か
ら
七
十

代
の
生
徒
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

て
幸
せ
で
す
。

ゴ
ル
フ
場
に
挨
拶
ま
わ
り
で
訂
掛
け

た
り
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
は
教
室
両
方
夏
休
み
で

り
少
な
い
夏
休
み
を
た
の
し
ん

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

来
年
は
高
校
卒
業
四
十
年
と
ぼ
気
が

遠
く
な
る
よ
う
な
思
い
で
す
。
▲

近
況
お
知
ら
せ
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
お
会
い
出
来
る
機
会
を
楽
し
み
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
）

S
3
1
年
率
　
岡
野
茂
夫

よ
う
や
く
、
涼
し
く
な
り
、
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
皆
様
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。

毎
回
、
お
心
に
掛
け
て
頂
き
、
お
誘

い
下
さ
り
な
が
ら
、
欠
席
ば
か
り
で
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
今
回
も
丁
度
、
家
業
の
和
菓
子

で
、
お
彼
岸
の
真
最
中
の
こ
と
で
、
残

念
な
が
ら
、
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

母
校
は
目
下
新
築
中
と
の
こ
と
で
す

が
、
先
日
、
法
事
が
あ
り
私
の
家
の
お

寺
が
、
目
前
の
　
「
大
林
寺
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
つ
い
で
に
、
ち
ょ
っ
と
、

の
ぞ
い
て
来
ま
し
た
。

す
で
に
、
当
時
の
校
舎
も
解
体
済
で

更
地
と
な
っ
て
お
り
、
何
か
さ
み
し
い

気
拝
で
、
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
立
派
な
校
舎
が
建
築
さ
れ
る
の
も
、

又
楽
し
み
の
こ
と
と
も
思
い
ま
す
。

創
立
5
0
周
年
記
念
の
資
金
作
り
の
バ

ザ
ー
を
開
か
れ
る
と
の
こ
と
、
気
持
ば

か
り
の
金
額
、
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
の
で
、
何
か
の
お
役
に
立
て
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

乱
筆
、
乱
文
　
（
仕
事
の
合
間
の
こ
と

な
の
で
）
　
ご
勘
弁
下
さ
い
。

又
、
皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下

さい。
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東
大
の
名
誉
教
授
で
文
学
博
士
、
浩

宮
さ
ま
の
お
名
前
も
も
う
お
一
方
の
先

生
と
お
考
え
、
お
つ
け
に
な
ら
れ
た
と

か
、
新
聞
で
拝
見
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

同
じ
職
場
の
人
の
名
前
だ
け
書
い
て

み
ま
し
た
の
で
会
報
送
っ
て
戴
け
ま
し

た
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

他
の
方
と
は
音
信
不
通
で
す
。

戦
後
の
焼
け
あ
と
の
中
、
あ
の
町
、

こ
の
町
と
復
興
祭
の
演
芸
が
街
角
で
あ

り
ま
し
て
、
学
校
の
近
く
で
一
寸
立
ち

止
っ
て
眺
め
て
見
た
こ
と
、
学
校
か
ら

一
つ
一
つ
物
資
で
沢
山
の
靴
が
届
き
一

足
戴
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

東
大
か
ら
は
五
月
祭
の
ご
招
待
な
ど

あ
り
ま
し
て
、
校
章
も
似
て
い
る
よ
う

で
よ
く
東
大
生
と
間
違
え
ら
れ
ま
し

た。
都
電
の
走
っ
て
い
た
あ
の
頃
、
物
も

不
自
由
な
時
代
で
し
た
が
、
東
京
に
は

東
京
の
よ
さ
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
東

京
を
離
れ
、
こ
の
地
　
（
印
旛
郡
栄
町
竜

角
寺
台
）
に
来
て
五
年
に
な
り
ま
す
が
、

故
郷
と
こ
ち
ら
の
文
化
に
余
暇
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
ょ
う
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
菓
子
の
製
造
販
売
卸
の
会
社
を
し
て

早
宮
患
者

濁
　
度
冒
す
ゑ

調
和
大
斗
三
月
十
句
ま

吾
桑
貰
客
車
菅

卑
常
し
た
こ
と
を
澄
す
る

昭
和
一
宇
号
三
月
手
ス
司

書
蕃
萱
尊
貴
喜
啓
蔓
豊
堅

番
手
九
七
鍍

S
3
1
年
卒
　
川
上
　
（
西
村
）
　
玉
美

八
月
も
下
旬
に
な
っ
て
も
今
年
の
猛

暑
は
終
わ
ら
ず
グ
ツ
タ
リ
し
て
お
り
ま

す。－
同
期
会
幹
事
の
会
が
八
月
二
十
六
日

に
あ
る
と
の
お
知
ら
せ
を
た
だ
今
拝
見

し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
留
守
に
い
た
し

て
お
ヶ
ま
し
て
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
お

り
ま
し
た
。

お
返
事
が
今
日
投
函
し
た
の
で
は
間

に
合
わ
な
い
と
考
え
て
F
A
X
で
失
礼

い
た
し
ま
す
。
あ
す
は
名
古
屋
か
ら
息

子
夫
婦
が
久
し
ぶ
り
で
来
ま
す
の
で
た

っ
た
一
泊
で
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
そ
ち

ら
に
は
伺
え
ま
せ
ん
。

幹
事
だ
け
の
集
ま
り
で
欠
席
の
場
合

は
代
理
人
と
の
事
で
す
が
今
日
の
明
日

で
は
探
せ
ま
せ
ん
悪
し
か
ら
ず
よ
ろ
し

く
お
集
ま
り
の
か
た
達
で
ご
相
談
下
さ

い
ま
せ
。
人
数
の
少
な
い
会
合
の
よ
う

な
の
で
ぜ
ひ
伺
い
た
く
思
い
ま
し
た
残

念
で
す
。

近
況
お
便
り
と
の
こ
と
で
す
が
私
は

（

お
り
ま
す
。

本
職
は
お
菓
子
教
室
で
あ

持
た
な
い
お
菓
子
屋
で
す
売

ル
フ
場
　
（
千
葉
、
埼
玉
、
神

岡
）
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
東
京

ニ
ス
ク
ラ
ブ
…
で
す
。
個
人

の
引
出
物
、
お
中
元
、
お
歳

－
ト
さ
ん
を
使
っ
て
し
て
お

教
室
は
船
橋
の
自
宅
と
関

あ
り
阪
神
大
震
災
も
も
ろ
に

は
店
を

は
ゴ

、静ン
テ

業
等

で
パ

ま
す
。

教
室
が

つ
か
り

ま
し
た
。

お
菓
子
教
室
を
は
じ
め
ま
⊥
て
十
七

招
㍑
錯
誤
絹
∬
糾
絹

も
あ
と
二
年
に
な
っ
て
ま
だ
ま
だ
元
気

で
す
の
で
続
け
ま
す
。

う
ろ
お
ぼ
え
で
す
が
小
川
さ
ん
は
家

具
関
係
の
お
仕
事
と
伺
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
が
？

私
も
お
陰
さ
ま
で
二
十
代
か
ら
七
十

代
の
生
徒
さ
ん
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

て
幸
せ
で
す
。

ゴ
ル
フ
場
に
挨
拶
ま
わ
り
で
訂
掛
け

た
り
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
は
教
室
両
方
夏
休
み
で
今
は
残

り
少
な
い
夏
休
み
を
た
の
し
ん
や
お
り

ま
す
。来

年
は
高
校
卒
業
四
十
年
と
は
気
が

遠
く
な
る
よ
う
な
思
い
で
す
。

近
況
お
知
ら
せ
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
お
会
い
出
来
る
機
会
を
楽
し
み
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
一

ま
だ
し
ば
ら
く
暑
い
こ
と
で
し
ょ
う

お
体
ご
慈
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

S
3
1
年
卒
　
岡
野
茂
夫

よ
う
や
く
、
涼
し
く
な
り
、
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
皆
様
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。

毎
回
、
お
心
に
掛
け
て
頂
き
、
お
誘

い
下
さ
り
な
が
ら
、
欠
席
ば
か
り
で
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
今
回
も
丁
度
、
家
業
の
和
菓
子

で
、
お
彼
岸
の
真
最
中
の
こ
と
で
、
残

念
な
が
ら
、
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

母
校
は
目
下
新
築
中
と
の
こ
と
で
す

が
、
先
日
、
法
事
が
あ
り
私
の
家
の
お

寺
が
、
目
前
の
　
「
大
林
寺
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
つ
い
で
に
、
ち
ょ
っ
と
、

の
ぞ
い
て
来
ま
し
た
。

す
で
に
、
当
時
の
校
舎
も
解
体
済
で

更
地
と
な
っ
て
お
り
、
何
か
さ
み
し
い

気
拝
で
、
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
立
派
な
校
舎
が
建
築
さ
れ
る
の
も
、

又
楽
し
み
の
こ
と
と
も
思
い
ま
す
。

創
立
5
0
周
年
記
念
の
資
金
作
り
の
バ

ザ
ー
を
開
か
れ
る
と
の
こ
と
、
気
持
ば

か
り
の
金
額
、
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
の
で
、
何
か
の
お
役
に
立
て
て
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

乱
筆
、
乱
文
　
（
仕
事
の
合
間
の
こ
と

な
の
で
）
　
ご
勘
弁
下
さ
い
。

又
、
皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下

さい。
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お
便
り

S
4
3
年
卒
　
井
手
　
（
丹
沢
）
　
章
子

い
つ
も
同
窓
会
誌
「
や
よ
い
」
を
送

っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
第
二
十
期
の
井
手
　
（
丹
沢
）

と
申
し
ま
す
。
十
年
程
前
体
育
館
が
改

築
さ
れ
た
お
り
、
見
学
会
　
（
体
育
担
当

の
会
津
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
）
　
と
同
期
会
を
行
な
い
ま
し
た
が
幹

事
の
準
備
不
足
に
よ
り
名
簿
作
成
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
四
年
の
同
窓

会
に
三
～
四
人
の
仲
間
と
出
席
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
入
学
当
時
の

仲
間
で
ク
ラ
ス
会
を
行
な
い
、
男
性
幹

事
に
小
川
会
長
の
方
へ
連
絡
を
入
れ
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
の
で
す
が
仕

事
が
忙
し
く
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

と
の
事
、
私
の
方
で
わ
か
る
範
囲
の
方

に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
P
T
A
の
研
修
旅
行
新
年
会
に
参
加

S
3
1
年
卒
　
（
副
会
長
）
　
　
三
田
昌
男

昨
年
二
月
五
日
P
T
A
の
研
修
旅
行

に
同
窓
会
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
朝
方
か
ら
雪
が
降
り
出

し
て
集
合
場
所
の
池
袋
に
つ
い
た
時
に

は
あ
た
り
一
面
ま
っ
白
の
銀
世
界
で
し

た
。
バ
ス
の
中
で
は
ま
ず
P
T
A
の
堀

内
会
長
、
野
口
副
会
長
、
北
村
校
長
、

篠
田
教
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
次
に

全
員
が
自
己
紹
介
を
し
、
つ
づ
い
て
担

当
の
先
生
か
ら
は
今
日
の
行
動
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

二
時
間
位
で
目
的
地
奥
多
摩
に
到
着

し
吉
川
英
治
記
念
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
吉
川
英
治
が
永
く
住
ん
で
い
た
住

居
と
書
斎
が
あ
り
多
く
の
文
筆
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又
ビ
デ
オ
で

は
生
魔
の
記
録
の
説
明
を
見
ら
れ
る
様

に
な
ヴ
て
い
ま
す
。
又
庭
園
も
広
く
多

く
の
木
々
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
梅
の

花
な
ど
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
雪
景
色

が
い
っ
そ
う
庭
の
美
し
き
を
倍
加
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
次
に
川
合
玉
堂
美
術

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
前
は
御
岳

渓
谷
で
そ
の
急
流
を
カ
ヌ
ー
で
下
っ
て

い
る
人
達
が
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

見
る
奥
多
摩
の
山
々
に
は
雪
が
ま
っ
白

に
降
り
つ
も
り
木
々
の
黒
い
の
が
対
照

的
に
水
墨
画
の
様
に
美
し
く
心
が
あ
ら

わ
れ
る
風
景
で
し
た
。
こ
の
様
な
雪
の

日
の
自
然
の
美
し
き
に
会
え
る
機
会
は

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

向
丘
高
校
の
よ
り
良
い
伝
統
を
守
っ

て
い
く
に
は
、
校
長
先
生
及
教
育
の
実

践
に
た
づ
さ
わ
る
各
先
生
方
と
保
護

者
・
生
徒
諸
君
と
の
心
の
通
い
合
い
か

ら
と
思
い
ま
す
。
役
員
各
位
の
更
な
る

ご
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
吾
が
同

窓
会
も
会
員
各
位
の
関
心
を
高
め
た
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

詮
・
作
家
・
揮
地
久
枝
様
か
ら
の
お
便
り
で

す
。
そ
も
そ
も
友
人
か
ら
　
「
氏
の
随
筆
の
中
に
、

向
丘
　
（
多
分
、
終
戦
直
後
の
前
身
校
辺
り
）
　
に
通

っ
て
い
た
時
代
の
町
名
　
（
蓬
来
町
・
肴
町
）
、
街
並

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
」
と
聞
き
関
連
に
つ
き

お
伺
い
手
紙
を
出
し
た
そ
の
返
信
が
や
っ
と
あ
り
、

ご
紹
介
で
す
。

会
長
　
小
川
力
洋
記

訃
報

S
2
8
年
卒
清
水

S
2
9
年
卒
悪
原

S
3
8
年
卒
境

静
子

光
子

京
子

（
旧
姓
金
杉
）

（
旧
姓
開
田
）

S
4
2
年
卒
小
山
田
佳
代
子

S
4
2
年
卒
渡
辺
　
恵
子

S
4
6
年
卒
竹
中
　
敏
子

S
5
7
年
卒
隅
田
一
正

S
6
1
年
卒
斉
木
　
宏
之

（
旧
姓
桜
井
）

（
旧
姓
水
越
）

以
上
、
ご
連
絡
を
頂
い
た
方
の
み
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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P

T

A

研
修

ン一　弾備・溝一　会　一一　於一一叙

グ　7館　梅　、　　　　　勲

り　期見　河　新　　　　目　視

ツ　生学　鹿　年　　　　本　賀
）

卒

や
よ
い
会
　
（
向
丘
高
校
同
窓
会
）式

次
第

日
時
　
平
成
7
年
4
月
2
9
日
　
（
土
）

P

M

一

‥

○

○

～

四

‥

○

○

会
場
　
母
校
　
体
育
館

◆
総
会

平
成
6
年
度
会
務
報
告

H
6
、
6
、
4
（
土
）
　
母
校
P
T
A
歓
送
迎
会

杉
浦
垂
治
副
会
長
　
出
席
　
於
　
千
石
会
館

H
6
、
7
、
2
　
（
土
）
　
　
原
隆
男
先
生

開
会
の
こ
と
ば

校
歌
斉
唱

会
長
あ
い
さ
つ

校
長
　
（
名
誉
会
長
）

議
長
選
出

議
事

①
会
務
報
告

②
決
算
報
告

司
会
　
（
田
中
正
明
）

副
会
長
　
（
三
田
昌
男
）

（
小
川
力
洋
）

あ
い
さ
つ

教
頭
　
（
須
永
　
孝
）

議
長
　
（
小
川
力
洋
）

①
役
員
会

H
6
、
4
、
9
　
（
土
）

せ■三
役
、
新
幹
事

H
6
、
4
、
2
0
　
（
水
）

せ三
役
、
新
幹
事

H
6
、
6
、
1
5
　
（
水
）

後
の
方
針

三
役
、
新
幹
事

H
7
∵
1
、
2
0
　
（
金
）

総
会
、
懇
親
会
の
打
合

北
区
東
田
端
出
張
所

総
会
、
懇
親
会
の
打
合

北
区
東
田
端
出
張
所

総
会
写
真
区
分
け
、
今

北
区
東
田
端
出
張
所

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
、
や

会小
川
、
杉
浦
正
副
会
長

閣

出
席

平
成
6
年
度書

記
　
（
山
本
越
子
）

平
成
6
年
度会

計
　
（
荒
川
雅
司
）

③
監
査
報
告
　
平
成
6
年
度

会
計
監
査
　
（
寺
村
光
司
）

④
事
業
計
画
（
案
）
　
七
年
度書

記
　
（
山
本
越
子
）

⑤
予
算
（
案
）
　
七
年
度

⑥
規
約
改
正
の
件

⑦
そ
の
他

役
員
紹
介
（
顧
問

会
計
　
（
千
田
二
仁
江
）

会
長
　
（
小
川
力
洋
）

参
与
・
幹
事
・
役
員

事
務
局
等
）
　
　
　
（
小
川
力
洋
）

閉
会
の
こ
と
ば
会
計
監
査
（
石
山
彼
早
子
）

◆
懇
親
会

司
会
　
（
千
田
二
仁
江
）

開
会
の
こ
と
ば
　
　
　
　
　
（
千
田
二
仁
江
）

会
長
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　
（
小
川
力
洋
）

来
賓
代
表
あ
い
さ
つ
　
顧
問
　
（
原
　
隆
男
）

乾

杯

　

　

　

　

　

　

顧

問

　

（

平

塚

寛

次

郎

）

懇
談

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン
母
校
吹
奏
楽
部
　
在
校
生

ゲ
ー
ム
会
　
担
当
　
（
新
幹
事
）

カ
ー
ド
1
枚
￥
一
〇
〇
〇
に
て
お
買
い
求
め

い
た
だ
き
、
資
金
援
助
に
し
た
。

閉
会
の
こ
と
ば
　
　
　
会
計
　
（
尾
道
郁
代
）

訪
露
開
行
掴
紺
東
田
端
出
張
所

②
総
官
懇
親
会

鏑
紺
。
縄
㌍
㌍
客
員
柑
名

特
に
第
1
8
期
生
　
（
S
4
1
卒
）
　
が
2
9
名
も
参
加
し

て
下
さ
り
賑
わ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

各
期
の
皆
様
、
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
の
第
1
次

会
と
し
て
こ
の
場
を
ご
活
用
下
さ
い
。

前
任
池
永
武
昭
校
長
は
平
成
6
年
4
月
1
日
付

で
都
立
寸
松
川
高
等
学
校
へ
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
に
は
都
立
雪
谷
高
等
学
校
か
ら
北
村
透
校

長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
担
当
の
諸
先
生
、
在
校
生
諸
君
に
は
会

場
設
営
及
び
運
営
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
特
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

③
研
窃
活
動

①
平
成
7
年
2
月
2
2
日
　
広
報
誌
　
〝
や
よ
い
″

5
号
発
行
。

広
報
誌
や
よ
い
5
号
を
2
月
末
日
に
む
け
て
発
送

依
頼
。
発
送
先
は
今
ま
で
に
応
答
の
あ
っ
た
八
三

二
一
名
の
方
々
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
全
会
員
配
布
を
目
標
と
し
て
は
お
り
ま
す
が
、

全
数
二
一
、
〇
〇
〇
部
を
発
送
し
ま
す
と
費
用
約

￥
一
、
五
六
〇
、
〇
〇
〇
と
も
な
り
ま
す
。
こ
の

算
出
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
平
成
7
年
2
月
1
8
日
開
催
予
定
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
は
校
舎
改
築
の
関
係
で
中
止
い
た
し
ま
し

た。

H
6
、
9
、
2
5
　
（
日
）

小
川
力
洋
会
長

H

7

、

2

、

5

　

（

日

）

会三
田
昌
男
副
会
長

園吉
川
英
治
記
念
館

H
7
、
3
、
5
　
（
日
）

4
0
周
年
同
期
会

山
本
書
記
出
席
・

ド

H
7
、
3
、
1
0
　
（
金
）

母
校
向
陵
祭

参
観参

加

　

於

川
合
玉
堂
美

S
3
0
年
卒
　
（

於
　
ホ
テ
ル

母
校
卒
業
式
小

小
川
力
洋
会
長
出
席
、
祝
辞
を
述
べ
る
。

業

生

湖

名

　

　

　

　

　

　

　

一

⑤

振

興

助

成

　

　

　

　

　

一

H
6
、
6
、
2
6
　
（
日
）
　
第
2
6
期
　
（
S
4
9
草
）
　
代
表

幹
事
　
岸
弘
之
氏
が
同
期
会
を
開
催

2
6
7
名
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
助
成
し
ま
し
た
。

於
　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
5
9
階

H
7
、
2
、
1
　
（
金
）
　
第
2
2
期

（
‖
馴
斡
石
衣

幹
事
　
太
田
宗
樹
氏
が
同
期
会
を
瀾
催

餅
名
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
助
成
ヒ
ま
し
た
。

於

　

龍

名

館

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

H
7
、
3
、
5
　
（
土
）
　
第
7
期
　
（
S
3
0
卒
）
　
代
表

幹
事
　
三
谷
一
郎
氏
が
卒
業
亜
周
年
記
念
同

期

会

を

開

催

　

　

　

　

　

　

　

肌

削
名
の
呼
び
か
け
に
対
し
、
助
成
七
ま
し
た
。

′
於
　
ホ
テ
ル
　
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
　
】

※
事
業
計
画
　
　
　
　
　
　
　
】

◆
　
広
報
誌
の
発
行
と
発
送
　
（
会
員
相
互
の
意
思

の
疎
通
を
は
か
る
た
め
）

平
成
8
年
2
月
末
に
6
号
誌
を
計
画
。
′

平
成
8
年
3
月
第
4
7

え
、
総
数
一
四
、
七
一

調
絹
錆
纏
摘
甑
迎

会
員
各
位
の
投
稿
が
主
軸
で
す
。

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

◆
　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
ク
に
つ
い
て

祭
「
併
せ
て

原
稿
を
お
待

④
渉

H
6
、

湖
関
係

、
1
1
　
（
月
）

寺
村
光
司
会
計
監
査

母
校
入
学
式

参
列

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
は
当
面
、
向
陵
祭

開
催
い
た
し
ま
す
。

◆
　
同
期
会
　
ク
ラ
ス
会
へ
の
助
成

会
員
各
位
と
同
窓
会
本
部
と
の
つ
な

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
　
各
会
開

り
を
確

に
対
し

通
信
費
助
成
を
例
年
通
り
行
い
ま
す
。
（
予
算
内

先
着
順
）
　
担
当
幹
事
は
会
の
呼
び
か
け
者
名
簿
、

出
席
者
名
、
及
び
報
告
文
を
刷
字
程
度
に
ま
と

め
、
様
子
の
わ
か
る
写
真
を
添
え
て
会
長
又
は

学
校
気
付
事
務
局
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◆
　
名
簿
確
立
へ
の
努
力

母
校
創
立
帥
周
年
　
（
平
成
9
年
）
　
に
は
よ
り
充

実
し
た
名
簿
の
発
行
が
で
き
る
よ
う
、
新
卒
者

の
人
力
、
移
動
の
申
し
出
で
の
整
理
等
、
継
続

努
力
中
で
す
。
各
位
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

審
議
事
項

◆
運
営
維
持
費
賛
助
の
件

平
成
7
年
度
事
業
計
画
を
安
全
か
つ
順
調
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
年
間
数
十
万
円
の
金
額

が
不
足
に
な
り
ま
す
。
こ
の
費
用
の
算
出
方
法

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
来
、
新
卒
者
か
ら
の
終
身
会
費
の
み
で
賄
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
業
の
拡
充
と
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
逼
迫
を
極
め
て
お
り
ま
す
。

試
案
で
は
、
会
報
を
送
付
す
る
際
に
ご
協
力

を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
、
卒
業
後
1
0
年
以
上
経

過

す

る

会

員

を

対

象

と

し

て

1

人

　

1

口

￥
一
〇
〇
〇
～
2
口
程
度
を
年
会
費
と
し
て
賛

助
願
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
郵
便
局
で
郵
便

振
替
　
（
同
封
の
用
紙
）
　
に
て
送
付
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
送
付
先
住
所
は
役
員

表
に
掲
載
あ
り
）
　
使
途
内
容
は
要
旨
の
下
記
の

と
お
り
で
す
。

1
　
会
報
の
発
行
、
発
送
と
母
校
創
立
5
0
周
年
記

念
名
簿
作
成
に
つ
い
て

年
毎
に
名
憩
が
確
立
さ
れ
る
に
伴
い
、
発
送
部

数
も
増
加
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
関
係
費
の
中
で
も
郵
送
費
の
比
重
は
重
く
、

今
回
の
郵
便
料
金
改
定
の
影
響
は
当
会
計
に
も

大
き
く
響
き
ま
し
た
。

2
　
母
校
創
立
5
0
周
年
記
念
及
び
新
校
舎
落
成
記

念
大
会
へ
の
協
賛

同
窓
会
と
し
て
も
こ
の
機
会
に
母
校
へ
の
協
力

賛
助
し
た
く
、
準
備
金
を
積
み
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
従
来
通
り
の
予
算
で

は
引
当
金
の
留
保
が
困
難
で
す
。

●
　
役
員
変
更
の
件

勇
退
　
会
計
　
S
3
4
卒
　
岩
崎
　
（
吉
田
）
　
京
子

後
任
　
　
ク
　
　
S
4
1
卒
　
尾
道
　
（
大
橋
）
　
郁
代

以
上
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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